
衆
議
院
選
挙
の
結
果
は
日
本
の
選
挙

制
度
、
議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
を
再

び
問
い
直
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
全
有

権
者
を
基
礎
数
に
し
、
衆
議
院
選
挙
小

選
挙
区
の
有
効
投
票
総
数
の
う
ち
、
自

民
党
の
獲
得
投
票
率
は
25
・２
％
で
す

が
、
議
席
占
有
率
を
見
る
と
、
実
に
75
・

４
％
で
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
民
意
と

議
席
数
の
大
き
な
乖
離
が
あ
り
ま
す
。

現
行
の
選
挙
制
度
は
１
９
９
６
年
10

月
の
第
41
回
総
選
挙
か
ら
小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
と
し
て
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
「選
挙
に
金
が
か
か

る
」「２
大
政
党
政
治
の
実
現
」で
し
た
が
、

そ
の
口
実
と
裏
腹
に
、
小
選
挙
区
で
は

１
名
し
か
当
選
で
き
な
い
制
度
で
あ
り
、

民
意
を
歪
め
、
切
捨
て
、
少
数
政
党
の

圧
殺
を
狙
う
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
選

挙
制
度
の
大
き
な
問
題
点
が
改
め
て
浮

き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

民
意
に
背
く
選
挙
制
度
を
打
開
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
立
法

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
行
の
小
選
挙
区

制
度
下
で
は
、
「市
民
と
野
党
の
共
闘
」

で
立
憲
野
党
の
統
一
候
補
者
の
一
本
化

を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
昨
年
の

参
議
員
選
挙
で
は
こ
れ
が
功
を
奏
し
ま

し
た
。
し
か
し
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で

は
市
民
と
野
党
の
共
闘
は
新
潟
な
ど
一

部
で
実
現
で
き
ま
し
た
が
、
民
進
党
の

崩
壊
、
希
望
の
党
な
ど
の
候
補
者
擁
立

に
よ
り
、
十
分
な
成
果
が
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
、
全
国
の
首
長
選
挙
や
地

方
議
員
選
挙
、
さ
ら
に
２
０
１
９
年
参

議
院
選
挙
で
は
野
党
統
一
候
補
は
絶
対

的
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

安
倍
自
公
政
権
は
維
新
の
党
や
希
望

の
党
を
加
え
、
改
憲
へ
具
体
的
に
着
手

す
る
で
し
ょ
う
。
「広
く
意
見
を
聞
く
」

と
言
い
な
が
ら
、
最
後
に
は
立
憲
野
党

を
切
捨
て
、
手
慣
れ
た
手
法
の
「暴
走
」

を
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。

今
秋
の
臨
時
国
会
か
ら
、
来
年
の
通

常
国
会
で
の
改
憲
発
議
は
確
定
的
で
す
。

改
憲
発
議
、
改
憲
国
民
投
票
を
阻
む
た

め
、
再
び
「
市

民
と
野
党
の
共

闘
」
を
強
め
、

改
憲
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
を

強
め
ま
し
ょ
う
。
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自民小選挙区絶対得票率25％で、議席は75％を占める

再び問われる、民意をゆがめる選挙制度

安
倍
政
権
、
改
憲
野
党
と
暴
走
加
速
か

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
改
憲
を
阻
も
う
！

第
48
回
衆
議
院
選
挙
は
10
月
22
日
に
投
開
票
さ
れ
、
自
民
党
も
公
明

党
も
公
示
前
の
議
席
を
減
ら
し
た
も
の
の
、
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
１
０

議
席
の
３
分
の
２
を
上
回
り
ま
し
た
。
選
挙
前
に
突
然
に
結
党
さ
れ
た
「
希

望
の
党
」
は
「
失
速
」
し
公
示
前
の
57
議
席
か
ら
７
議
席
を
減
ら
し
、
維
新

の
党
も
14
議
席
か
ら
11
議
席
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
「市
民
と
野
党
の
共

闘
」
で
安
倍
改
憲
阻
止
を
目
ざ
し
た
勢
力
は
、
立
憲
民
主
党
が
54
議
席
を

獲
得
し
た
も
の
の
、
日
本
共
産
党
は
９
議
席
を
減
ら
し
、
社
会
民
主
党
は

現
状
維
持
の
２
議
席
で
し
た
。
新
社
会
党
が
兵
庫
９
区
で
擁
立
し
た
無
所

属
統
一
候
補
の
菊
地
憲
之
さ
ん
は
残
念
に
も
敗
れ
ま
し
た
。

選
挙
結
果
は
、
「改
憲
」
を
唱
え
る
議
席
が
80
％
を
超
え
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
改
憲
を
巡
る
攻
防
は
決
戦
期
に
入
り
ま
し
た
。

衆議院
選挙
結果

民
主
主
義
に
背
く

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

「
一
強
」
に
抗
す
る
選
挙
戦
は

立
憲
野
党
の
統
一
候
補
者

改
憲
発
議
・国
民
投
票
を
阻
む

院
内
外
の
共
同
の
闘
い
の
再
強
化
へ

改憲反対！



小
野
寺
五
典

防
衛
相
は
８
月
５

日
に
「敵
基
地
攻

撃
能
力
」保
有
の
検
討
に
入
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。
安
倍
首
相
は
こ
れ
を
打
消
し
ま
し
た
が
、
小

野
寺
防
衛
相
自
ら
が
積
極
的
に
関
わ
っ
た
、
自
民

党
安
全
保
障
調
査
会
が
３
月
に
緊
急
提
言
し
た

「敵
基
地
攻
撃
能
力
」の
保
有
、
防
衛
省
の
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
「イ
ー
ジ
ス
・ア
シ
ョ
ア
」の
導
入

意
向
な
ど
を
背
景
と
し
た
発
言
で
す
。
し
か
し
防

衛
省
は
２
０
１
９
年
度
概
算
予
算
要
求
に
ミ
サ
イ
ル

迎
撃
シ
ス
テ
ム
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
「防
衛
」に
限
界
が
あ
る
と
し
て
敵
基
地
攻
撃
論

が
台
頭
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
産
経
新
聞
社
と
フ
ジ
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
合
同
世
論
調
査
は
、
「北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
元
を
た
た
く
敵
基
地
攻
撃
能
力
に
つ

い
て
保
有
す
べ
き
だ
」が
53
・８
％
と
「保
有
す
べ
き

で
な
い
」の
38
・２
％
を
上
回
っ
た
」と
報
道
し
、
「本

格
的
な
検
討
へ
世
論
の
素
地
は
整
い
つ
つ
あ
る
」と

こ
れ
を
後
押
し
。
９
月
13
日
に
は
、
自
民
党
河
合

克
行
総
裁
外
交
特
別
補
佐
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
「
日

本
も
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
保

有
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き(

時
期)

」
と
発
言
し
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
獲
得
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
敵
基

地
攻
撃
は
戦
争

そ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
す
。
「
敵
基
地
攻
撃
」
と
は

敵
（
朝
鮮
）
が
日
本
に
対
し
攻
撃
の
意
思
表
明
や

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
準
備
・
兆
候
が
判
明
し
た

時
に
「撃
つ
前
に
た
た
く
こ
と
」と
し
、
「座
し
て
自

滅
を
待
つ
」の
で
は
な
く
「専
守
防
衛
」と
し
て
、
敵

基
地
を
先
制
攻
撃
す
る
と
い
う
論
理
で
す
。

し
か
し
「敵
基
地
攻
撃
」論
は
と
ん
で
も
な
い
論
理

と
誤
謬
に
満
ち
て
い
ま
す
。
旧
来
の
戦
争
は
「宣
戦

布
告
」し
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代

の
戦
争
は
「宣
戦
布
告
」な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米

軍
の
イ
ラ
ク
・シ
リ
ア
侵
略
戦
争
で
は
、
米
国
は
圧

倒
的
軍
事
力
を
集
中
し
、
一
気
に
攻
撃
を
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
宣
戦
布
告
な
き
現
代
の
戦
争
で
、

日
本
に
向
け
た
「ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
準
備
・兆
候
」を

ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
朝
鮮
が
ロ

ケ
ッ
ト
か
ミ
サ
イ
ル
に
燃
料
を
供
給
し
た
だ
け
で
、
ま

た
そ
の
飛
翔
方
向
が
不
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敵

基
地
に
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仮
に
日
本
が
特
定
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
、
数
カ
所
に
先

制
攻
撃
を
す
れ
ば
、
他
の
軍
事
基
地
、
移
動
式
ミ

サ
イ
ル
で
の
反
撃
は
必
至
で
す
。
ま
さ
に
韓
国
ソ
ウ

ル
は
火
の
海
と
化
し
、
朝
鮮
半
島
は
も
ち
ろ
ん
日

本
全
土
も
戦
場
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
米
軍
や
自

衛
隊
基
地
は
も
と
よ
り
、
日
本
海
側
に
並
べ
た
原

発
に
ミ
サ
イ
ル
は
落
ち
、
放
射
能
の
海
と
化
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
「
防
衛
」
の
名
の
も
と
に
日
本
が
朝
鮮
に

戦
争
を
仕
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
民
党
や
防
衛
省
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想

定
し
、
敵
基
地(

先
制
）攻
撃
を
語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
自
民
党
国
防
族
や
極
右
の
好
戦
的
で
勇
ま

し
い
号
令
は
御
免
で
す
。

戦
争
は
「自
衛
」

の
名
で
始
ま
る

の
は
古
今
東
西

で
自
明
の
理
で
す
。
か
つ
て
の
大
日
本
帝
国
が
「大

東
和
共
栄
圏
」構
想
の
た
め
に
、
「自
存
・自
衛
」と

称
し
、
侵
略
戦
争
を
し
ア
ジ
ア
で
２
０
０
０
万
人
、

日
本
は
３
１
０
万
人
の
犠
牲
者
を
生
み
ま
し
た
。
そ

の
反
省
か
ら
「非
戦
・非
武
装
」の
前
文
と

９
条
が
生
ま
れ
、
憲
法
３
原
則
で
民
主
主

義
を
日
本
に
根
付
か
せ
ま
し
た
。
日
本
は

憲
法
前
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「世
界
の
平

和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に

信
頼
」し
た
外
交
に
徹
す
る
べ
き
で
あ
り
、

敵
基
地
攻
撃
な
ど
論
外
で
す
。
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２０１７年１１月

自民党の「敵基地攻撃論」は戦争の扉

朝
鮮
半
島
は
一
触
即
発
の
軍
事
的
緊
張
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
ツ

イ
タ
ー
」
で
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
朝
鮮
）
に
対
し
脅
し
や
警
告
を
発
し
、
９
月
23
日

に
は
「
先
が
長
く
な
い
」
と
ツ
イ
タ
ー
、
米
軍
Ｂ
１
戦
略
爆
撃
機
２
機
を
朝
鮮
の
東
方
沖
に
飛

行
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
朝
鮮
も
「
宣
戦
布
告
」
と
見
な
す
と
表
明
し
、
軍
事
的
緊
張
関

係
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
下
、
日
本
は
核
兵
器
保
有
、
敵
基
地
攻
撃
論
が

自
民
党
内
で
浮
上
し
、
今
や
「
平
和
国
家
日
本
」
は
「
戦
争
す
る
普
通
の
国
」に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
「圧
力
と
制
裁
」で
は
な
く
、
対
話
外
交
に
専
念
す
べ
き
で
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
！

″
防
衛
″
の
名
で
は
じ
ま
る
戦
争

準
備
・
兆
候
で

敵
基
地
先
制
攻
撃

自
民
国
防
部
会
で

敵
基
地
攻
撃
提
言

歴
史
の
反
省

防
衛
の
名
で
戦
争
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